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傾斜させたイチゴ育苗用パネルにおける灌水法

並びに炭疸病の発病とイチゴの生育
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要  旨
イチゴの育苗時の炭疸病の発病を防ぐために,傾斜させた育苗用パネルと灌水器具に塩化ビニル製パイプを用い ,

パネル上を掛け流し灌水する株元給水法を考案した。さらに,小型育苗用ポットには給水補助の目的で5cm幅 に裁

断した落ち綿を挿し込んだ。2007年と2009年に本システムにおけるイチゴ炭疸病の発病防止効果を慣行栽培の頭

上灌水区と比較したところ,有効性を確認できた。併せて,イ チゴ苗は軟弱徒長や大苗とはならなかった。

キーワー ド: イチゴ炭疸病,傾斜育苗用パネル,小型育苗用ポット,株元給水

果性 ,果 実品質 を重視 した品種 開発 を 目的に `女

峰 'や `と よのか '等 の本病罹病性 品種 が育種親
に利用 され ているため,品 種更新後 も本病 が継続
的に発生す る原因 となつている (曽 根 ,2005).こ
の ことか ら,炭 疸病 は現在で も全国的なイチ ゴの
重要病害 に位置付 け られ てい る。

一般 に炭疸病菌の分生子 は粘質物 に包 まれ てお

り,雨 滴等の水 しぶ き と共 に飛散す る (Fitt and
McCartney,1986;Gardncr,1917).こ の性状か
らイチ ゴ炭疸病 の防除では ,イ チ ゴ株 に水滴 が 当
た らない雨 よけ施設 での底 面給水 が有効 とされ て

いる (秋 田,1993)。 これ らの知見 を基 に越川 ら

(2003)は 「ノンシャワー育苗」,伊藤 ら (2007)
は 「簡易エ ブ・ アン ド・ フロー方式」 な どの育苗

シ ステ ム を考案 した。 しか し,こ れ らの手 法 は
ポ ッ ト底 面か ら給水す るた め ,愛 ポ ッ ト (伏 原 ,

1996)の よ うな長 いタイプの小型育苗用 ポ ッ トに
は不適 とされている.そ こで ,県 内農家が既 に導
入 してい る資材 を有効活用す ることを 目的に,愛
ポ ッ トを保持す る育苗用パネル (商 品名 :48穴 パ

ネル ,矢 崎化工株式会社製 )を傾斜 させ ,パ ネル
上端か ら掛 け流 し灌水す る手法 を考案 した。また ,

本 システムの利用 によるイチ ゴ炭疸病 の発病 防止

1.は じめ に

愛媛 県下のイチ ゴ炭疸病 の発 生 は 1973年 に初
めて確認 され ,そ の発生状況は 「9月 14日 ,今 治
市近見地 区苗床 で発生 をみたが被害は軽微 であっ

た。」 と記録 され てい る (愛 媛 県東 予病 害 虫防除

所 ,1973)。 現在 と異な り被害が軽微 であった理 由

には ,当 時の栽培 品種 は本病 に対 し高い抵抗性 を
有す る `宝 交早生 '(山 本 ,1971;大 和 0本 多 ,

1964)が 主流品種 であった ことが挙げ られ る。そ
の後 ,全 国 のイ チ ゴ産 地 で は `女 峰 '(赤 木 ら ,
1985)と `と よのか '(本 多 ら,1985)に 一斉 に
更新 された。愛媛県内で も 1984年 か ら導入 され ,

1988年 には両品種 が県 内栽培 面積 の 70%を 占め
るよ うになった (日 野 ,1988)。 小林 (1994)は ,

これ らの品種が炭疸病 に対す る高い罹病性 を示す

ことか ら,本 病 の被害が全 国的な問題 となった こ
とを指摘 した .愛媛県では ,`女 峰 'で 本病 の被害
が著 しく,導 入 当時 ,既 に薬剤処理 だ けでは被害
を防 ぎ切 れ な い こ とが認 識 され て い た (河 野 ,

1988)。 その後 ,`さ ちのか '(森 下 ら,1997)や
`紅 ほっぺ '(竹 内 ら ,1999)等 ,新 たな品種が県
内へ導入 された ,こ れ らの品種 は耐病性 よ りも大
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効果 とイチ ゴの生育への影響 を調査 した結果 を報

告す る。

今回の試験結果の一部は ,平成 20年 度 日本植物

病理学会大会 (奈 尾 ら,2008)で 講演発表 した。

2.試 験 方 法

2.1育 苗用パネルの傾斜角度の最適化 と灌水法
2.1.1育 苗用パネル架台の組み立て

育苗用パネル架台は ,愛媛県農林水産研 究所 内
の雨 よけ施設 (天 丼 :透 明硬質塩化 ビニル製波板 ,

1               2600mm

T
1000
mm

上

側面 :鋼製防鳥網 )に伏原 ら (1992)が 開発 した

棚式育苗 システ ムの資材 を利用 して設置 した。図

1に 示す とお り,パ ネル架 台の骨組み を組 み立て

るため ,育 苗用パネル 2枚 当た り,市販鋼管 (直径

19mm)を 長 さ 2600mmが 5本 ,1000mmが 5本 ,

1550mmが 5本 ,960mmが lo本 に切断 した。これ

らの鋼 管 を線 材 ク ロス部 品 (呼 口径 ×呼 口径 =

19mm× 19mm)45個 を用いて直角 に組み合わせ

た (図 2).こ の鋼管骨組みに育苗用パネルの専用

架台 を針金 で結束 し,そ の上に育苗用パネル を取

り付 けた (図 2,3).

図1 鋼管を利用 した育苗用パネルの架台の組み立て

育苗用パネルを 30° 傾斜させた場合の仕様 .

育苗用パネル 2枚分の架台に必要な鋼管の長さと本数は
2600mm× 5本, 1000mm× 5本, 1550mm× 5本 , 960mm× 10本 .

図2 育苗用パネル架台の組み立て外観 (模式図)

濯水用の

塩化ビニル製
パイプの

設置箇所 .

パネル支持用架台
(専用部品)

●:育苗用パネルの設置箇所。
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図3 架台への育苗用パネルの設置
育苗用パネルの傾斜は30° .

2.1.2小 型育苗用ポ ッ トの給水資材の大 きさと育
苗用パネルの傾斜角度

図 4に 示す よ うに,愛 ポ ッ トヘの給水 を補助す
るため,給 水資材 をポ ッ ト内へ挿 し込んだ。給水
資材 にはシー ト状 に加 工 された落 ち綿 (200g/m2,

丸三産業株式会社製 )を 幅 5cmに 裁断 した ものを
用いた。 これ をポ ッ トの培土 に挿 し込み ,端 か ら
5,10cm長 でパネル上に垂 らす よ うに した。灌水
は直径 13mmの 塩化 ビニル製パイプに径 2.Ommの
給 水 穴 を育苗 用 パ ネル縦 1列 に 2個 ず つ 開 けて
行 った .育 苗用パネルは地面に対 して 10,20,30
°
の角度 を保持す るよ うに取 り付 けた。

2.1.3小 型育苗用ポ ッ トの給水資材 と灌水器具の
種類

2009年 に愛媛県農林水産研究所内の雨 よけ施設

で試験 を行 つた。育苗用パネル は 30° 傾斜 させ

た。給水資材 は落 ち綿 (200g/m2)と 脱脂綿 (医 療

脱脂綿 )を 5cm× 10cmに それぞれ裁断 し,愛 ポ ッ
ト内の培土にフォー クで挿 し込み ,端 か ら 5cm長
でパネル上 に垂 らした。灌水器 具は以 下の 5種 類
を供試 した。す なわち,灌 水チ ューブの片側散水
型 (エ バ フローKW型 ,三 井石油化学株式会社製 ),
両側散水型 (エ バ フロー A型 ,MKVプ ラテ ック株
式会社 )及 び直径 13mmの 塩化 ビニル製パイプに
径 0.6,0。 9,2.Ommの 3種類 の給水穴 を開けた も

図4 月ヽ型育苗用ポ ッ トヘの落ち綿処理
A:裁断した落ち綿の挿し込み。
B:育苗用パネルヘの配置。

の とした。塩化 ビニル製パイプの給水穴は ,育 苗
用パネル縦 1列 に 2個 ずつ となるよ うに加 工 した。

これ らの灌水器具はパネル 2枚 分 に必要な 255mm
長 を図 2に 示す位置 に取 り付 けた。各器具 の給水

量 は ,パ ネル 2枚 当た り 1分 間 で ,育 苗 用灌 水
チューブの片側散水型 が約 1500″′,両 側散水型 が

約 1000“ ノ,塩 化 ビニル製パイプの径 0。 6mmが 約
600“ ノ, 径 0。 9mmが 約 2400″ ノ, 径 2.Ommが 約
2800″ ノとなるよ うに調整 した。なお ,対照の頭上

灌水 区は同条件で約 2000″ ノ量が灌水 され るよ う

に調整 した .

2.1.4小 型育苗用ポ ッ トヘの給水
育苗用パネル に配置 した愛 ポ ッ トヘ の給水 の有

無は 15分 間灌水 し,給水前 と給水後のポ ッ トを培
土 ごと計量 し,増加重量が log以 上のポ ッ トを給
水有 り,そ れ に達 しないポ ッ トを給水無 しと判定
した。培土 には市販 の小型 ポ ッ ト用 いちご専用培

土 (く みあいバー ミキュライ ト園芸用培土 )を 使
用 した。

2.2傾 斜育苗パネルにおけるイチ ゴ炭疸病の発病
防止

品種 `さ ちのか 'を 用いて 2007年 と 2009年 に
試験 を行 った。両年 とも育苗用パネル は 30° 傾斜

させ ,落 ち綿 (200g/m2)を 5cm× 10cmに 裁断 し ,
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愛 ポ ッ ト内の培 土 に フォー クで挿 し込 み ,育 苗
ポ ッ ト端 か ら 5cm長 でパネル上に垂 らした .1処

理 には育苗 用 パ ネル 2枚 を供試 し,試 験株 は愛
ポ ッ トに挿 し苗 し反復無 しの 93株 とした。挿 し苗

作業は育苗用パネル に配置す る 10日 前 に行 い ,寒

冷紗被覆下で 10日 間順化 した後 ,試験株 に供試 し

た。

試験 区は①傾斜パネル灌水 区,②傾斜パネル灌

水 区 +薬 剤処理 区 (薬剤処理 は試験株 のパネル配

置直前 にプ ロピネ ブ顆粒水和剤 500倍 液 を散布 )

及び③頭上灌水区 (対照 )と した。施肥 は IB化 成

Sl号 をポ ッ ト当た り 2か ら 3粒施用 した .灌水 は

毎 日4回 ,毎正時 6,10,13,16時 に 15分 間行 つ

た。傾斜パネル灌水 区では灌水器具の直径 13mm
の塩化 ビニル製パイプに縦 1列 に 2個 ずつ給水穴

を設 け,給 水穴の直径は 2007年 が 2.Omm,2009

年が 0.9mmと した。発病調査は ,試験株 を育苗用
パネル に配置 して42日 後 に全株 を対象 として発病

指数別 に調査 し,各 区の平均発病指数 を求 めた。

発病指数 は,0:未 発病 ,1:小 葉 または葉柄 にわ

ずかな病斑 (10個 以内),2:小 葉 または葉柄 に多

数の病斑 ,3:葉 柄 の折損 ,4:株 の萎凋・枯死 とし

た。イチ ゴ炭疸病菌の接種 は感染株 か らの間接接

種で行 つた .す なわち,イ チ ゴ炭疸病菌の AN‐ 30

株 (農 水 省 微 生 物 遺 伝 資 源 菌 株 寄 託 MAFF

241461)を 接種 して発病 させ ,多 湿条件で葉柄上

に大量の分生子層 を形成 させ たイチ ゴポ ッ ト苗 を

感染株 に用いた .感 染株 は,試 験 区① ～③ の各育

苗用パネル 2枚 に 3株ずつ ,育 苗用パネルの同 じ位

置 に配置 した (図 8, 9).

2007年 には ,9月 14日 に試験株 を,9月 16日 に

感染株 を配置 した。発病調査は ,10月 28日 に行 つ

た。2009年 には ,8月 13日 に試験株 を,8月 15日

に感染株 を配置 した .発病調査は 9月 26日 に行 つ

た .

2.3傾 斜育苗用パネルで栽培 したイチ ゴの生育
2009年 に品種 `さ ちのか 'と `紅 ほつぺ 'を 供

試 して ,傾斜 させ た育苗用パネル (傾斜 区)と 頭

上灌水す る水平パネル (水 平区)で 栽培 し,生 育

量 を調査 した .育 苗用パネル配置 1週 間後の 8月 20

日,同 8週 間後の 10月 8日 に株 内で最 も生育が進

んだ葉位の小葉長 ,葉柄長 ,ク ラウン径を測定 した。

3.結 果

傾斜

落ち綿なし

20° 傾斜

落ち綿 5cm長   落ち綿 10cm長

落ち綿なし

3ぴ 傾斜

落ち綿 5cm長   落ち綿 10cm長

落ち綿なし   落ち綿 5cm長   落ち綿 10cm長

図5 育苗用パネルの傾斜 とポッ トヘの給水有無
矢印はパネル上の掛け流し方向を指す .

落ち綿長はポット端からパネル上に垂らした長さ.

● :給水有ポット (灌水後 10g以上増加)の位置 .

× :給水無ポットの位置 .

落ち綿 脱脂綿 落ち綿 脱脂綿

図6 傾斜育苗用パネルにおける異なる給水器具 と給水有無

育苗用パネルの傾斜は 30° .矢印はパネル上の掛け流し方向を示
す .

落ち綿,脱脂綿はポット端部分から培土に挿した給水資材の種類 .

● :給水有ポット (灌水後 10g以上増加)の位置 .

× :給水無ポットの位置 .

3.1育 苗用パネルの傾斜角度の最適化 と灌水法
3.1.1小 型育苗用ポ ッ トの給水資材の大きさと育

苗用パネルの傾斜角度

図 5に 示す とお り,育 苗用パネル を 10,20° 傾

斜角で設置 した場合 ,給 水資材 の落 ち綿 を挿 し込

んだポ ッ トで もパネル 上方 で施設床 面 に落水 し ,

下方のポ ッ トヘは水 が行 き渡 らなかつた。 30° 傾

斜角では,落 ち綿 をパネル上に 5,10cm長 垂 らし

た区で下方 のポ ッ トまで水 が供給 され た .落 ち綿

の効率利用 の観 点か らパネル上へ落 ち綿 を垂 らす

長 さは 5cmで 十分であつた。

3.1.2小 型育苗用ポ ッ トヘの給水資材 と灌水器具

の種類

灌水チ ューブを用いた場合 は,片側散水型 ,両
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側 散水型 ともに給 水 で きな い ポ ッ トがみ られ た

(図 6).特 に ,脱脂綿 を給水資材 に用いた区で灌水

ムラが大 きかった。一方 ,塩 化 ビニル製パイプで

は ,図 7に 示す とお り,落 ち綿 を給水資材 に用いた

場合 ,給水穴を径 0.6mmと した区で ,わずかに灌

水 ムラを生 じた。これ に対 し径 0.9,2.Ommの 区で

は ,下 方のポ ッ トヘ十分 に灌水で きた。特に,径
2.Ommの 区では ,給水資材 に脱脂綿 を用いても十

分 に灌水 できた。

3.2傾 斜育苗パネルにおけるイチゴ炭疸病の発病
防止

表 1,2に 示す とお り,対照 となる頭上灌水 区の

イチ ゴ炭疸病 の発病株 率は ,2007年 の試験 では
48.4%,2009年 の試験 では 87.1%と なった。これ
に対 し,傾斜パネル灌水区では 3.2%,10.8%と 低

くかった .平 均発病指数で判定す る と,頭 上灌水

区の 1.7と 3.5に 対 して傾斜パネル灌水 区では薬剤

散布の有無 に拘わ らず 0.5以 下 と有意 に低 くな り,

高い発病防止効果が認 め られ た。なお ,傾斜パネ
ル灌水 区における薬剤散布の有無による発病 には ,

統計的な有意差は認 め られ なかつた。傾斜パネル

灌水 区にお ける発病株 は ,主 に感染株 の配置箇所
の下側 に多 く分布 していた (図 8,9).

3.3傾 斜育苗用パネルで栽培 したイチ ゴの生育
表 3に 示す とお り,パ ネル に配置 した 1週 間後に

は `さ ちのか ', `紅 ほつぺ 'と もに生育差 はみ ら

れなかつたが ,同 8週 間後 には `さ ちのか 'で 傾斜

区で小葉長 ,葉柄長は有意 に短 くな り,ク ラウン

径 は有意 に大 きくなつた .`紅 ほつぺ 'で はクラウ

ン径に生育差は見 られなかったが傾斜 区で小葉長 ,

―
―
―
―
―
▼

落ち綿 落ち綿 落ち綿

図7 傾斜育苗用パネルにおける灌水用塩化ビニル製パイプの出水孔と給水有無
育苗用パネルの傾斜は30° .矢印はパネル上の掛け流し方向を示す.

落ち綿,脱脂綿はポット端部分から培土に挿した給水資材の種類.

● :給水有ポット (灌水後10g以上増加)の位置, × :給水無ポットの位置.

図8 傾斜育苗用パネル利用におけるイチゴ炭疸病の発病株分布(2007)
発病調査時 (10月 28日 )の発病株を示す.数字は発病指数 .

〇 :未発病,1 :月 葉ヽまたは葉柄にわずかな病斑 (10個以内),2:′ Jヽ葉または葉柄に多数の病斑 ,

3:葉柄に伸長病斑, 4:葉柄の折損,5:萎凋・枯死 ,

● :感染源の配置箇所

図9 傾斜育苗用パネル利用におけるイチゴ炭疸病の発病株分布(2009)
発病調査時 (9月 26日 )の発病株を示す.数字は発病指数 .

〇 :未発病,1 :小葉または葉柄にわずかな病斑 (10個以内),2:小葉または葉柄に多数の病斑 ,

3:葉柄に伸長病斑,4:葉柄の折損,5:萎凋・枯死,
● :感染源の配置箇所
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表1 傾斜育苗用パネルにおけるイチゴ炭疸病の発病防止効果 (2007)
発病指数別のイチゴ株数

1   2   3    4   5 発病株率(%)平 均発病指数
傾斜パネル灌水

傾斜パネル灌水+薬剤処理

頭上灌水 (対照)

90    0    0    0    0    3

9100002
48   13   1    1    8   22

3.2

2.2

48。 4

0.2b

O.lb

l。 7a

育苗用パネルの傾斜角度 :30° ,ノ Jヽ型育苗用ポットに挿した落ち綿はパネル上に5cm長 で垂らした。

感染源 (本菌接種株)の配置 :2007年 9月 16日 ,発病調査 :10月 28日 。

発病指数,0:未発病,1:月 葉ヽまたは葉柄にわずかな病斑 (10個 以内),2:ノjヽ葉または葉柄に多数の病斑 ,

3:葉柄に伸長病斑,4:葉柄の折損,5:株の萎凋・枯死 .

同一英文字間にはKruskal― Wallis(5%)の 検定で有意差がないことを示す。

表2 傾斜育苗用パネルにおけるイチゴ炭疸病の発病防止効果 (2009)
発病指数別のイチゴ株数

1    2    3    4   5 発病株率(%)平 均発病指数
傾斜パネル灌水

傾斜パネル灌水+薬剤処理

頭上灌水 (対照)

83    0    0    0    0    10

88    0    0    0    0    5

12   17   2    0    1   61

10.8

5.4

87.1

0。 5b

O.3b

3.5a

育苗用パネルの傾斜角度 :30° ,月 型ヽ育苗用ポットに挿した落ち綿はパネル上に5cm長 で垂らした。

感染源 (本菌接種株)の配置 :2009年 8月 15日 ,発病調査 :9月 26日 .

発病指数,0:未発病,1:ノ jヽ葉または葉柄にわずかな病斑 (10個以内),2:′ jヽ葉または葉柄に多数の病斑 ,

3:葉柄に伸長病斑,4:葉柄の折損,5:株の萎凋・枯死 .

同一英文字間にはKruskal… Wallis(5%)の 検定で有意差がないことを示す。

表 3 傾斜育苗用パネルで栽培したイチゴのパネル配置後の生育量

調査時期     小葉長
(パネル配置後) 傾斜区 水平区

葉柄長 クラウン径

品種 傾斜区 水平区 傾斜区 水平区
さちのか

紅ほつペ

1週間後

8週間後

1週間後

8週間後

4.7

6.2

4.4

6.9

9.0     7.9

9.8    13.0

0.6     0。 6

0。 9     0。 8

0.6     0.6

0。 9     0。 9

4。 3

5.9

4.7

7.1

10.0

10。 1

10.8

12.6

葉柄長 は有意 に短 くなつた .す なわち,傾斜育苗

用パネル で栽培 したイチ ゴは ,対 照の頭上灌水 を

行 つた水平 区で栽培 した苗 よ りもコンパ ク トな苗

に生育 した (図 10).

4.考 察

炭疸病 が降雨によ り蔓延す ることは国内外 の各

種栽培作物で多 くの報告がある.す なわち,モ モ

炭疸病 (北 島 ,1951),カ ンキツ炭疸病 (Denham

and Waller,1981),マ ンゴー炭疸病 (FitzeH and

Pcak,1984),ウ リ類炭疸病 (岸 ,1954)に おい

て ,分 生子の飛散 には,風 だけではな く降雨等の

水滴 の関与 が必要 な こ とが明 らか に され てい る .

イチ ゴ炭疸病 は ,BrOoks(1931)に よ り世界で初

めてセ ン トラル フロ リダでの発生が報告 され てい

る.こ こでは ,発 病 が 6か ら9月 の雨期 に増加 した

表中の単位はcm.各区20株調査 .

傾斜区は 30° 傾斜させた育苗用パネルでのイチゴ生育 .

水平区は水平に設置した育苗用パネル (頭上灌水)でのイチゴ生育 .

ホ中はt検定 (1%)で有意差が認められたことを示す。

10 傾斜育苗用パネルで栽培 したイチゴの生育

パネル配置 8週間後にポットから抜き取つた。

A:傾斜区,30° 傾斜させた育苗用パネルで栽培 .

B:水平区,頭上灌水による育苗用パネルで栽培 .

図

紅ほつペ
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ことが観察 され ている。また ,国 内で本病 の発 生

を初 めて報告 した山本 (1971)は ,本 病 の発生 と

降雨の関わ りが大 きい ことを指摘 してい る。 この

ため ,本病 の防除には ,作 物体 に直接水滴 を当て

ない雨 よけ栽培 と底面給水 が有効 とす る研 究結果

が報告 され てい る (石 川 ら, 1989;Okayama,
1993;石 川 ら,1993)。 この防除法は,本 病 の発
生生態や防除法 を取 りま とめた総説 に も一般論 と

して取 り上げ られている (石井 ,2006).な お ,底
面給水は夏期高温時に根腐れ による生育障害 を起

こす ことがあ り,こ の解消のため,株 元給水 に よ

る 育 苗 シ ス テ ム が 試 み られ て い る (米 本 ら ,

2008).

今回の試験では ,株元給水の一つの手法 として ,

育苗用パネル を傾斜 させパネル上 を掛 け流 しす る

給 水 法 を検 討 した .育 苗 用 パ ネ ル は ,伏 原 ら
(1992)が 開発 した 48穴 パネル を用い ,架 台は市

販 の鋼管 を加 工 して組 み立てた .以 下に設置時の

注意点 を整理 してお く.今 回は コンク リー ト張 り
の雨 よけ施設 に設置 したため,骨組 みに用 いた鋼
管は ,育 苗用パネル 2枚 分 (縦 8株 ×横 12株 =96
株育苗 )当 た り合計 40550mm必 要であつた (市販
製品は 1本 当た り5500mm).こ の数量は ,強度 さ
え確保 できれ ば減量可能 のため,設 置環境 に応 じ
て調整す る。本 システムの設置 に当たっては育苗

ポ ッ トヘの均一給水のため,傾斜角度 を 30° に調

整す ることが重要である。 この理 由は ,本 パネル

には集水 を 目的にポ ッ ト穴周辺 に 「窪み」が設 け

られてお り,傾斜角度 10,20° は灌水 した水が「窪

み」を乗 り越 え られ ない ことによる .す なわち,傾

斜角度 を 30° に調整す ることによ り,灌水 した水
はポ ッ ト穴周辺 の 「窪み」 を乗 り越 え,配 置 した
全てのポ ッ トに到達す ることができる。

灌水器具 にエバ フロー を用 いた場合 ,片側散水
型 ,両 側散水型 ともに水圧 を高めて も単位 時間 当
た りの給水量が少 な く,育 苗 ポ ッ トに満遍 な く行
き渡 らず不適であった。 この結果 は ,灌 水時間 を
長 くして も改善 され ない もの と判断 した。 これ に

対 し,塩化 ビニル製パイプを用 いて縦 1列 に 2個 の

穴か ら給水 した場合 ,そ の径 が 0.9mmあ れ ば十分
給水 できた .な お ,傾 斜 育苗用パネルでの灌水時
間は ,対照の頭上灌水 と同 じ時間で十分 であった .

ポ ッ トヘの給水 を補助す るため,給 水資材 に落
ち綿 と脱脂綿 を用 いた。脱脂綿 は,給 水量が少 な
い とパネル面に貼 り付 き,水 はその場 で沈滞 して

下方のポ ッ トヘ行 き渡 らな くなつた。これ に対 し ,

落 ち綿 では適度 な立体構造が給水資材 に適 してい

た .な お ,落 ち綿 は脱脂 していないため,使 用前

には撥水 を防 ぐよ う十分水 にな じませ る必要があ

る。落 ち綿 は育苗後期 には劣化す るが ,給 水状況

を観 察 しなが ら,必 要 に応 じて新 た な落 ち綿 を
ポ ッ トヘ挿 し込む と良い .こ の時 ,フ ォー クを用

いポ ッ トの端部分 に落 ち綿 を滑 り込 ませ るよ うに

す る。

2007年 と 2009年 の本病 の発病防止効果 を 目的

とす る試験 では,傾 斜育苗用パネル 区において三

次感染 を顕著 に防止 したが ,感 染株 を配置 した下
側 の試験株 で発病がみ られた。 これ は ,掛 け流 し
した給水 に よ り感染株 か ら分生子が流れ 出 した結

果 の感染・発病 とみ られ る。本病 の第一次伝染源

は親株 とされ ,こ こか ら子苗 に伝染す る (Horn

and Carver,1968).こ の事実は ,親株 か ら本菌が

潜在感染 した株 を持 ち込む危険性 が排 除できない

ことや雨 よけ条件 下での薬剤散布 の必要性 (稲 田

ら,2005)を 考慮すれ ば,本病 の防除には発病株
の早期除去 と定期的な薬剤防除が必須 であること

を意味す る .

傾斜育苗用パネル で栽培 したイチ ゴ苗 は,対 照
の頭上灌水 を行 つた水平育苗 に比べ ,小 葉長・葉
柄長 は短 く,品 種 `さ ちのか 'で はクラウン径 が

大 き くなつた。イチ ゴの苗質 と収量の関係 は多 く

の報告があ り,本多 (1977)は ,花芽分化 してい

る場合 は ,ク ラウン径 の大 きい苗 に仕上げる方が

良い ことを,川 下 0吉 田 (1998)は ,セ ル成型苗
のイチ ゴ株 は慣行苗 に比べて クラウン径が小 さく

徒長 し,年 内収量 が 50%,全 期 間収量で 89%と
な っ た こ とを述 べ て い る 。 ま た ,水 村 ・ 渋 川
(1963)は ,大 苗では総収量は多いが早期収量は少

な く,一 果重が小 さくな り,本 圃での栽培管理技
術 との関連性 を検討す る必要があることを報告 し

ている。 これ に加 え西本 (1986)は ,軟弱徒長苗
は病害虫の発生が多 くな り,灌水は午前 中に行 い ,

苗の徒長 を防 ぐよ う指導 してい る.こ れ らの知見
を総合すれ ば ,傾 斜育苗用パネルで栽培 した苗は ,

軟弱徒長や 大苗 とはな らなかったため,慣 行栽培
に劣 る苗質ではない もの と推察で きる。なお ,本
システムの栽培苗の生育特性 をもた らす原因には ,

育苗用パネルが傾斜 していることで,株 元 まで太
陽光が斜 めに射 し込み ,受 光量が向上 した ことゃ
イチ ゴ株 自体が斜 めになるス トレスを生 じ生育が
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抑 制 され ,軟 弱 徒 長 とな らな か つた こ とが考 え ら   dispersal,Ann.Appl.Bi01.104,53… 59.

れ た 。                       伏原肇 (1996):小 型ポッ ト (愛 ポッ ト)棚 式育苗システ

既 に述 べ た よ うに ,イ チ ゴ炭疸 病 の 蔓延 を防 ぐ   ム,農 業技術大系 野菜編 3,農 山漁村文化協会 ,基
た め ,今 回 の 育 苗 手 法 以外 に も,各 種 の育 苗 シス   418の 4‐ 9.

テ ム が報 告 され て い る (越 川 ら,2003;伊 藤 ら,  伏原肇・林三徳・柴戸靖志 (1992):促 成イチゴの小型ポッ
2007;米 本 ら,2008)。 いず れ の手 法 に も一長 一   卜利用による棚式育苗システムの開発 ,園 芸雑 ,`1別
短 が あ り,農 家 の栽 培 技 量 に よって も向 き・ 不 向   2,426‐ 427.

きが あ る と言 え る。今 回 の傾 斜 育 苗 用 パ ネ ル に よ  Gardner,M.W.(1917):Dissemination of the

る育 苗 手 法 を現 場 へ 適 合 す る場 合 に も実 際 の導 入   organism of cucumber anthracnosc,Phytopathology.

事 例 が不 可 欠 で あ る .す な わ ち ,現 場 で生 じる間   7,62‐ 63.

題 点 を フ ィー ドバ ック させ 実 用化 を図 つて行 く必  日野正憲 (1988):い ちご「女峰」「とよのか」の栽培管
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す る農 家 が い る。今 後 は ,現 場 サ イ ドと連 携 しな   済農業協同組合連合会 ),272,40‐ 47.
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Abstract
For the nursery stage of strawberry cultivation, I assembled a new irrigation method

in which the panel used for strawberry cultivation was inclined at an angle of 30 degrees.
Moreover, a vinyl chloride pipe of about 0.9 mm diameter was attached as the water
source. To improve the water supply to the strawberry seedlings, an unused cotton sheet
was inserted into the nursery pot and allowed to hang down 5cm on the inclined panel.
Under rain shelter conditions, tests of the method's effectiveness in preventing
anthracnose in strawberries were carried out in 2007 and 2009. This plant-foot irrigation
method was highly effective and the spread of G lomerella cingulata was suppressed in
comparison with the results using an overhead irrigation method. This control method
was depended on Glomerella cingulata as the pathogen whose characteristics included
spore dispersal by rain splashes or water droplets.

Key words : strawberry anthracnose,inclined nursery bed,small prastic pot,
plant-foot irrigation
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